
平成25年7月22日 現在

対談市町名 対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 御浜町

対談項目１
南海トラフを震源域
とする最大クラスの
地震・津波を想定し
た東紀州地域にお
ける各市町の被害
想定について

 県におきましては、「三重県独自の被害
想定（各市町単位）」を早急に示してい
ただくよう要望いたします。
※被害想定策定において特に望むこと
①建物被害や人的被害（負傷者等）の

推計数値
②町内における河川も含めた浸水域

レベル１とレベル２の差は、国民的、
県民的、町民的レベルでの認識を共通認
識として持っていく必要がある。どれく
らいの津波が来るのかは、レベル１とレ
ベル２では相当違うので、知事の方から
もご指導を強くいただければと感じてい
ます。

県では、現在、「100年から150年の周
期で発生してきた南海トラフ沿いの大規
模地震・津波」を中心とした被害想定調
査と、国が発表した千年級、万年級のも
のに対する被害想定調査の２種類をやら
せてもらっています。
これらについては、市町のきめ細かな

防災対策に役立つよう、詳細なデータを
提供したいと考えており、津波浸水図は
１０ｍメッシュ、被害数量は、基本的に
大字単位で提供したいと考えています。
ご要望の建物被害や人的被害の推計

値、津波浸水域はもちろんのこと、避難
者数や廃棄物の発生量など、今後の対策
に必要なデータは、可能な限り推計し、
提供します。
但し、これら調査の前提となる国から

の震源モデルの提示が遅れ、県の作業開
始も遅れたことから、データの提供時期
は、年度末となる予定です。
なお、志原川、市木川、尾呂志川の本

流の浸水予測は河川遡上を考慮した情報
提供となる見込みですが、支流及びその
他の河川については一定の試算を終えて
から判断させていただければと思ってい
ます。

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」の主な発言内容
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2 御浜町

対談項目２
地域自主防災組織
の育成・強化にかか
る取り組みへの人
的支援（専門職等）
の継続について

今後も、職員への防災研修や地域自主防
災組織の育成・強化の面で、各自主防災
組織単位での訓練等に際し、タウン
ウォッチング等現地指導も含め、ご指導
いただきたく引き続きご支援お願いいた
します。

市町での取組の支援のため、防災技術
指導員５名を配置しているところです。
自主防災組織への支援については、紀

南地域活性化局と連携し、自主防災組織
リーダー研修を管内で開催することとし
ており、図上訓練や避難所運営ゲームな
どを通じてリーダーの育成を行っていき
たいと思っています。
さらに、今年度はこれまでの取組に加

え、御浜町では、阿田和町地区内で「Ｍ
ｙまっぷラン」を活用した津波避難計画
の策定や避難所単位の避難所運営マニュ
アルの策定を進めていただくことになり
ます。引き続き協力して取り組んでいた
だければと思います
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3 御浜町

対談項目３
津波シュミレーショ
ン（CG映像）の作成
について

 国が新たに示した「南海トラフを震源と
する最大クラス」の地震・津波等を考慮
に入れた、当地域（東紀州地域）の「津
波シュミレーション映像」をぜひとも作
成頂きますよう、強く要望いたします。

イメージをどのように持続するかとい
うことで言えば、30年間有効に使えるも
のであります。定期的にそれを見て、そ
れを意識に呼び戻し、大いに役立つ手段
だと思います。

津波浸水予測図を被害想定調査をやっ
ていく中で作っていくわけですが、基本
的には時系列で、予測図をイメージで示
させていただこうかなと思っています。
ＣＧは、あまりリアリティがない割に

は、1箇所500万円ぐらいするので、ＣＧ
をというのはやや難しいのかなと思って
います。
ＣＧは30年間使えるというのは、なる

ほどと思いながらも、一方で東日本大震
災の映像もうまく活用し、さっきの時系
列の浸水域シュミレーションも組み合わ
せながらというのも選択肢として考えな
がら、危機感を現実的に理解してもらえ
る取組を研究していきたいと思います。
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4 御浜町

対談項目４
防災無線設備の更
新等における財政
的支援について

 現システムは平成８年の導入で老朽化し
ていることから、平成２６年度から２カ
年計画で「デジタル化」等、設備の更新
を図って参りたいと考えております。県
の財政面での支援制度の創設をお願いい
たします。
デジタル機器の機能が急速に進歩して

いると聞きます。その設備費用も、ずい
ぶんと値段の差があると言われていま
す。そういう面でも県で研究していただ
いて、我々に教えていただきたいと思い
ます。

 現在、地域減災力強化推進補助金におい
て、防災行政無線戸別受信機等の整備も
対象メニュ－となっておりますので、そ
のご活用もご相談いただければと思って
います。
また、デジタル方式の防災行政無線を

町単独費で整備する場合においては、有
利な起債として事業費の１００％に充当
でき、そのうち７０％が交付税算入され
る「緊急防災・減災事業債」を使用する
ことができます。
しかしながら、今年度で財源が確保さ

れていませんでしたので、今、三重県を
含む９県の知事で南海トラフで提言をし
ているわけですが、その中でも、この緊
急防災・減災事業債の存続か、同等の支
援措置、または拡充をして欲しいと強く
国に要望しているところです。
また、９県知事だけじゃなくて、全国

知事会全体でも、緊急防災・減災事業債
と同等の支援措置の継続と拡充を申し上
げています。全国知事会の方から、市長
会や町村会にも連携をお願いして、地方
団体全体で国に対して言っていくことが
大切かなと思っています。
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5 御浜町

対談項目５
海岸及び河川堤防
の強化と津波被害
の減災について

１．海岸浸食が進む
七里御浜の無堤防
区間の解消につい
て

① 現在整備中の萩内海岸堤防の早期完成
と北側（熊野市側）への延長を早期にお
願いしたい。

萩内海岸は約２．１ｋｍのうち緊急度
の高い約６４０ｍの整備を進めてきたと
ころであり、現在約４６０ｍの整備が完
了しています。残りの約１８０ｍについ
ては、平成２５年度内に林野庁と「保安
林解除」の協議を完了し、工事着手の予
定です。北側への延長については、他の
事業区間の進捗状況を考慮しながら着手
について検討していきます。

6 御浜町

対談項目５
海岸及び河川堤防
の強化と津波被害
の減災について

１．海岸浸食が進む
七里御浜の無堤防
区間の解消につい
て

② 海岸堤防に設置されている樋門を閉鎖
したことから、七里御浜海岸から津波発
生時の避難路として、下市木浜組地区の
梯子階段（３ヶ所）を、避難階段にして
頂きたい。

下市木地区海岸の梯子階段３ヶ所につ
いては、平成２５年度に避難階段として
整備の予定です。

7 御浜町

対談項目５
海岸及び河川堤防
の強化と津波被害
の減災について

２． 町内にある県管
理の主要３河川の
河口付近の河川堤
防の耐震化と嵩上
等について

① 尾呂志川河口付近の背後地（阿田和小
学校・紀南高校・クリーンセンター等）
を保護するため河川堤防の嵩上げ等対策
をお願いしたい。

平成２５年３月に、災害復旧工事は完
了していますが、今後、出水時の状況を
見ながら必要な対策について町と協議し
てまいります。
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8 御浜町

対談項目５
海岸及び河川堤防
の強化と津波被害
の減災について

２． 町内にある県管
理の主要３河川の
河口付近の河川堤
防の耐震化と嵩上
等について

② 市木川下流左岸堤防水漏れ調査を早急
に実施し、対策を講じて頂きたい。

当該箇所については、年度内に補修工
法の設計を行い、今後、補修を行う予定
です。

9 御浜町

対談項目５
海岸及び河川堤防
の強化と津波被害
の減災について

２． 町内にある県管
理の主要３河川の
河口付近の河川堤
防の耐震化と嵩上
等について

③ 志原川水系河川整備計画の策定を早急
にして頂き、樋門の老朽化対策をお願い
したい。

国土交通省との協議を進め、平成２５
年度末の策定を目指しています。志原川
樋門の改良についてもこの中で検討を進
めています。
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10 御浜町
対談項目６
柑橘産業の振興に
ついて

担い手の確保・育成
に向けた取組

 御浜町は、「年中みかんのとれるまち」
をキャッチフレーズに、特産品の柑橘を
中心として、農業の振興が重要な課題で
あり続けています。
高速道路の南進によって、東紀州にお

ける産業振興のあり方についても新しい
時代を迎えて、担い手の確保、高品質な
果実生産に向けた取組についても、ス
ピード感が求められています。
 地域の実情に応じた生産振興支援、６

次産業化支援、首都圏営業本部等の活動
を通じた県産品のより積極的なＰＲ等、
ご支援をよろしくお願いします。

平成24年度から県の農業大学校で、農
産物のマーケティング戦略における公開
講座を開催しています。若者たちが僕ら
のトマトジュースを販売するという実践
例も出てきています。一定程度のまと
まった受講者数が見込まれる場合、農業
大学校まで来ていただかなくとも御浜町
での開講も検討しますので、改良普及セ
ンターまでご相談いただければと思いま
す。

11 御浜町
対談項目６
柑橘産業の振興に
ついて

担い手の確保・育成
に向けた取組

平成24年度から、御浜町、熊野市、紀
宝町、JA南紀さんで「三重南紀元気なみ
かんの里創生プロジェクト協議会」を
作っていただいて、就業希望者向けの基
盤整備や情報発信に南部地域活性化基金
を活用してやっていただきまして、我々
も支援させていただいているところで
す。
今年度も移住相談会に御浜町も参加さ

れると聞いていますので、ＰＲしていた
だければと思います。
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12 御浜町
対談項目６
柑橘産業の振興に
ついて

競争力の高い産地
づくり

みえの一番星、団地型マルチドリップ
栽培技術の導入、実証展示ほ場の設置を
支援しています。
また、国の交付金を活用して、高品質

果実の選別や、腐敗した果実の除去が可
能となる選果システムの導入もやらせて
いただいているところです。

13 御浜町
対談項目６
柑橘産業の振興に
ついて

県産品のＰＲ

「平成おかげ参りプロジェクト」によ
る百貨店等での三重フェアなどを全国的
に開催しますので、販路拡大につながる
ＰＲを積極的に進めてまいります。
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14 御浜町
対談項目６
柑橘産業の振興に
ついて

県産品のＰＲ

セミナーを「三重テラス」で行ったら
「三重テラス」認定のセミナーというこ
とで、ブランド化していくような認定証
をだしていただくとかもあり得るかなと
思います。我々も積極的に参加をさせて
いただきたいと思っております。

9月にオープンする首都圏営業拠点「三
重テラス」においては、市町で、市町同
士で、市町と一緒に、又は市町と民間が
連携して使っていただくことができま
す。無料でＰＲできるので、自由な発想
をちょうだいできればと思います。例え
ば、美肌の秘密はミカンからというセミ
ナーを開催することもできます。集客の
手伝い、場所の無料提供をさせてもらい
ます。また具体的にご相談させていただ
ければと思います。
セミナーそのもののブランド化という

のは本当に重要だと思っています。「丸
の内朝大学」は1回目より２回目がブラン
ド化されまして、予約スタートして3分で
いっぱになりました。御浜町の場合は、
年中みかんがとれるということですか
ら、季節ごとにやってみて、継続してブ
ランド化させるというのも一つのアイデ
アだと思いますので、年間スケジュール
みたいなものに入れていければと思いま
すので、具体的に相談をさせていただけ
ればと思います。
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